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他にも以下のような例が見られる｡ 動名詞の場合 次に,上述の ame
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.2 頻度の比較 ED全体で一例しか現れない語が Ri から
11は,上掲の作品における各語の頻度, 引用されている場合には *の記号を,それぞれ前に
























































































































T CH S GmII ⅤPa


































































































































































































































































T nPmII C W MF
 




































































































































































































































































































































































③ 全体的には,` ess , のよう
な負のイメージの語の頻度が高い｡ あったと察せ られる｡ よって, 
lpuraesitsr
d
























 an PamII CH Gr ⅤⅣP MF






` 'の作品には全く見られない ess 






































'iesitp` においては,必ず数詞と共起 している｡ 
の方が珍しい｡OEDをコーパスとして検索すると, では, 11回申 5例は動詞であるが,残 り 6例の名
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さらに,OEDの初例 (#)や,唯一例 (##)になっ また, 
は,複数で用いられることが少ないと考えられる｡
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( )『新英語学辞典』,研究社 , 堂書店,東京.荒木 一雄 他編 
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